
氏       名   冨田 香  

 

学 位 の 種 類   博 士 （医 学） 

 

学 位 記 番 号   博 士 甲第７３７号 

 

学 位 授 与 の 要 件            学位規則第４条第１項該当 

 

学 位 授 与 年 月 日            平成２７年 ９月 ９日 

 

学 位 論 文 題 目             Magnetic resonance imaging shrinkage patterns following neoadjuvant 

chemotherapy for breast carcinomas with an emphasis on the radiopathological 

correlations. 

 

           （MRI による術前化学療法後乳癌の縮小パターンの画像病理学的検討） 

 

審 査 委 員            主査 教授  村田 喜代史 

 

            副査 教授  野﨑 和彦 

  

            副査 教授  三浦 克之 



別紙様式3

論　文　内　容　要　旨

甘…竃 とみだ　め噛り

冨田　香

学位論文貫目
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（l厭Iによる術前化学療法後乳癌の縮小パターンの画像病理学的検討）

研究の目的

近年、術前化学療法（以下、地相）は局所進行乳癌の標準治療と見なされている。い

くつかの大規模ランダム化臨床試験により、NAcは術後補助化学療法と同程度の効

果があると示され、またNACによってより多くの症例に対し乳房温存術ができるよ

うになっていると示されている。NACの現在の目的は、乳房原発巣の縮小と抑制お

よび微少な転移巣の械少である。しかしながら、乳房温存術を十分効果的な治療法と

するために画像診断法によるNAc後の乳癌の分布や進展についての正確な情報はと

ても重要である。

しかしながら、これまで乳癌のNAC前後にMRIを使用した詳細な画像病理学的相

関については報告されていない。このため、我々は蛸肥後乳癌の画像病理学的な相

関についての詳細な分析を行い、地相後の乳房温存療法のためのMRIの有用性につ

いて検討した。

車法
本研究は、当施設でMcを施行された乳癌症例27例を対象とした。うち20例では

NACの前後にMRIを撮影し、7例には、抽沌前にCT、NAC後にM】班を撮影した。

NAcのレジメンはいずれにも馳血eが使用されており、An血a蜘e併用が80％

以上あった。

乳房切除術は9例に施行し、乳房温存術は18例に施行した。

NAc前乳癌のMRIやCTでの早期濃染パターンと、NAC後のMRIにおける縮小パ

ターン、そして病理組織学的な腫瘍の縮小パターンをそれぞれ4から5つのカテゴリ

に分類し、比較検討した。

（備考）1．論文内容要旨は、研究の日的・方法・結果・考察・緒論の順に記載し、2千字

程度でタイプ等で印字すること。

2．頚印の櫛には記入しないこと。
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（続　紙）

油蛇前乳癌のMRIやcTでの早期濃染パターンは、昌仙臨叩く単結節），詳Ouped（線

状影や斑状影），eepaで血d（多発する濃染域），血血ed（線状影、斑状影などと多発

する濃染域の共存），で軸edくびまん性に乳房全体に造影効果を認めるもの）ゐ5

つのカテゴリに分類した。

NAC後のMRIにおける縮小パターンは、古つのカテゴリに分類した。タイプI（周

辺病変を伴わない求心性縮小）、タイプⅡ（周辺病変を伴う求心性縮小）、タイプⅡ

（多結節性病変の残存を伴う縮小）、タイプⅣ（びまん性に乳房全体に造影効果のあ

るもの）、および、濃染域の消失したものである。

病理組織評価

病理組織学的な腫瘍の縮小パターンは、ME【の縮小パターンと同様に、タイプI～

Ⅳおよび鹿癌細胞の消失の5つのカテゴリに分類した。また、化学療法の効果を

M皿er・P叩ne　許a血Ig呼由皿にのっとり評価し、グレードⅡ，Ⅳ，Ⅴを反応性、

グレードI，Ⅱを非反応性とした。

結果

対象症例27例のNAC前の画像所見は、8d址aryが18例、許Oupedが5例、8印鵬d

が3例、reIheedが1例であった。皿由賠dはみられなかった。

すべての症例は浸潤性乳管癌と診断された。

NAc後のME【所見では、もっとも頻度の高い縮小パターンはタイプI（11例）で

あった。次に多い締小パターンはタイプⅡと濃染域の消失の各6例であり、3例はタ

イプⅡを示し、1例のみタイプⅣを示した。

M前に合0批aryであったものでは、最も多も．1線小パターンはタイプI（釦18例）で

あるのに対し、NAC前に訂Oupedであったものは最も多い縮小パターンは濱染域消

失（討5例）だった。Re要血伐丘はタイプⅣの締小パターンを示した。

NAC後の病理組織学的所見では、NACに反応した症例は70．4％（19例）、非反応症例

は30．0％（8例）だった。

NAc後の病理学的な乳癌の縮小パターンは、最も多く見られたのはタイプⅡ（11例）

であり、次いでタイプⅢ（8例）であった。
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NAC後のMRIパターンと病理学的パターンの合致率は亜％であった。もっとも合

致率の低いMRレヾターンはタイプIであった。11例中3例のみ、病理学的所見と合

致したが、4例ほ病理学的にはタイプⅡをとり、3例はタイプⅡであった。さらに、

M後皿で早期濃染域が消失した症例では6例中3例は病理学的に痛の残存はな

く、凍りの例では病理学的に癌の残存を認め、それらは病理学的に2例がタイプⅡ、

I例がタイプⅡを呈した。

M後のMRI所見と病理学的所見が完全に一致しているものは48％と高率であ

り、乳房ダイナミックMRIで病理学的な病巣の消失パターンの予柵ができると考え

られる。

特に、タイプⅡ、Ⅱ、Ⅳと判断したものは病理学的にもほぼそのままの形状であり、

MR日割瞳癌細胞の分布をよく反映している。

また、タイプIとMRIで判断したものが病理ではNbn壷ua址芯地瓜であったものが

1例あるが、こ．のように存在しない癌細胞を存在すると誤って評価したものは他には

ない。この1例は、筋状に濃染域が残存しており、癌細胞の遺残があると術前診断し

たものの、病理学的には癌痕組織であった。

しかし、勘旺江でN読南印誠由血皿であったが病理学的には癌の残存が少量あったも

のが3例あり、腫瘍量が少ないため造影剤が行き渡らず検出しづらかづたと思われ

る。またMR【でタイプ王であったが病理学的にはタイプⅡ、Ⅱであったものが丁例

と多く見られた。タイプ王と判断した症例は11例であるので、半数以上である。小

結飾状に癌細胞が消滅したもののMRIではすべて一塊に見えてしまった場合は取り

痍しはしにくいが、ごく小さい癌巣が造影されずMRIで把握できない場合、手術の

際に取り残す可能性が考えられる。

結論

MHは癌の広がり診断に有用で埠あるが、NAc後のごく少量の癌細胞の遺残に関し

ては描出困難な場合もあり、封AC後乳房温存術の際の切除範囲は慎重に決定する必

要がある。

NAC後乳房温存術の際は、MRI濃染部位からの切除マージンの確保、

端の十分な評価が重要と考えられる。

2082字

および切除断
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学位論文審査の結果の要旨

整理番号 746 氏　名 冨田　香

論文審査委員

（学位論文審査の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600字以内で作成の

局所進行乳癌に対する術前化学療酷くNAC）は、術後補助化学療法と同程度の効果があるととも
に乳房温存症例を増加させることができることが示され、現在、標準治療の一つとなっている。
しかし、乳房温存術にはNAC後の乳癌の分布が重要になるが、これまでMR工を用いて画像病理

学的相関を検討した報告はない。そこで、NACが施行された27例の乳癌症例で、MRIにおける
縮小パターンと病理パターンの比較検討を行い、以下の点を明らかにした。

1）甑C後のMRI縮小ゲターンでは、タイプ1（周辺病変を伴わない求心性縮小）が最も多
く、タイプ2（周辺病変を伴う求心臆縮小）、濃染域の消失、タイプ3（多結節性病変

の残存を伴う縮小）の順であっ牢。
2）NAC後のMRIパタ」ンと病理学的パターンの一致率は48％であった。

3）mC後のMRIでタイプ1を示した症例の11例中7例で病理学的に周辺部に癌の残存を
認めた。

4）NAC後のMRIで病変が消失した6例中3例で病理学的に病変の残存を認めた。

5）MRIはNAC後の癌の広がり診断に有用であるが、周辺に碗存する微小な癌の描出困難な
場合があるので、乳房温存術の際の切除範囲は慎重に決定する必要がある。

本論文は、NAC後のMRIによる乳癌の広がら評価について新しい知見を与えたものであり、
最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士（医学）の学位論文に値す
るものと認められた。

（総字数　566　字）

．（平成27年　9月　1日）


